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開館時間／ 9 :0 0 ｰ17 :0 0
入場料／中学生以下無料、その他 300円

3月＝3、10、17、24日
4月＝ 14、21、28日
5月＝7、12、19、26日
6月＝2、9、16、23、30日

休館日／

編集・発行／愛知県児童総合センター（公益財団法人愛知公園協会）

愛知県
児童総合センター

〒480-1342
愛知県長久手市茨ケ廻間乙 1533-1
TEL／0 5 61-6 3-1110 
E-mail／ info@acc-aichi .org
https: ⁄ ⁄ w w w.acc-aichi .org

公共交通
機関で …

車で…

愛知県児童総合センターは「あそび」をテーマにした県立大型児
童館です。1996年の開館以来、子どもと大人がともに、心と身体を
フルに活用して遊ぶことで､新しい気づきが実感できる時間と
空間を提供しています。また、遊具やあそびのプログラム開発､より
よい児童環境のためのネットワークづくり､セミナー・研修、調査・
資料収集、移動児童館など多岐にわたる活動を行っています｡

地下鉄東山線「藤が丘」、愛知環状鉄道「八草」から
リニモ「愛・地球博記念公園」駅下車

東名高速・日進 JCT経由名古屋瀬戸道路長久手 ICから
足助方面すぐ （愛･地球博記念公園 北1駐車場利用）
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特集｜

第 14回 元気スイッチon !!
あつまれ !あいちのじどうかん

特集｜

冬季特別企画

あそび発見 !ウソ?ホント?

子育てのおはなし 第 54話

募集とお知らせ

春季特別企画｜

ちずであそぶ

2 0 26  春

○詳しくは、館内の当日案内をご覧ください。プログラムは予告なく変更することがあります。

もしかしたら、自分の気持ちや、

誰かとの関係だって、

地図にできるかもしれません。

風の流れ、音の広がり、温度や高さ｡

専門的に使われている地図もあれば、

まだ世界地図がなかった時代に、

人々が想像で描いた未知の世界の地図もありました｡

まわりにいる人たちや、

日々感じている

さまざまなことを思い描くと、

それらもまた「自分の世界」を示す

地図のように見えてきます｡

「地図」をテーマに、

まわりをあらためて見渡してみると、

身の回りには、まだ気づいていなかった

たくさんの地図がかくれています｡

いろいろな地図のあそびを

考えてみます｡

愛知県児童総合センター（愛･地球博記念公園内）
時間＝10:00-16:00（開館時間は9:00-17:00）  会期中の休み＝3 ⁄ 24

入場料＝中学生以下無料、その他 300円

生まれてから今までのこと、

そしてこれから先の未来。

自分がしてきたこと、

これからしてみたいこと。

でも、地図にできるのは、

見える場所だけでは

ありません。

愛知県児童総合センター

全体をつかって､

紙の地図や看板、そして今ではスマホやカーナビ。

いろいろなかたちの地図を通して、

いま自分がいる場所、行きたい場所、

通ってきた道を 

知ることができます｡

愛知県児童総合センター｜春季特別企画｜

｜春季特別企画｜

会期中の休み＝3 ⁄ 24

会期中毎日 10:00-16:00（11:30-12:30はお休み）
「ちず」をテーマにしたあそびがいっぱい !
「どこだ？どこだ？」「たてマップ」「頭っぷ ?!」など

「うごく!モノのまち」
さまざまなモノを、ならべたり、かさねたりして、
大きな「まち」をみんなでつくります｡

●みんなであそぶプログラム

土･日･祝日 14:00-15:00、30分前受付

●あつまるあそぶプログラム

ちずをテーマにした、たべるあそびです｡
日曜日 11:00-12:00、30分前受付、抽選 6組

●たべるあそぶプログラム

従来の地図だけに

こだわらない、

主催｜愛知県児童総合センター（公益財団法人 愛知公園協会）

道に迷ったとき、はじめての場所に行くとき、

わたしたちは地図をひらきます｡



｜冬季特別企画｜特集｜

親も子も､

日々知恵を蓄え､

世界を広げる

第 5 4 話

※プログラムは予告なく変更・中止する場合があります。詳しくはHPをご覧ください。
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子 育 て の
お は な し
臨床心理士

後藤 かをり

募 集 と

お 知 ら せ

令和 7年冬季特別企画として実施しました。

開催日：3/4（水） 「布であそぶ」
 3/11（水） 「つみきであそぶ」

対象：1～3歳の未就園の子どもとその保護者
申込：前日14時よりWEBフォームにて受付

「大人がたのしいとこどもはうれしい」を合言
葉に、小さな子どもとお父さんやお母さん、保
護者の皆さんが“一緒に”楽しむプログラム
です。わくわくするような感覚的なあそびを中
心に、いろいろなあそびを親子で体験します。

親子であそぶ
「トコトコプログラム」
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　この間あるところにお邪魔したら、

一人の子が「おうちかえる、おうちかえ

る」とお母さんにしがみつきました。

その子にしたら、私は異邦人、見たこ

とのないおばあさんです。きっと「あ

の人知らない !  だあれ?」と不安になっ

て、一番安全な基地、お母さん、おう

ちを求めたのでしょう。でも、しばらく

したら「そんなに悪くないかも」と思っ

てくれたのでしょうか、遊び始めて、私

がお母さんと話しても大丈夫でした。

　初めての事態、不安な事態に遭遇し

た時、少し感じやすい繊細な子は特に、

こうして自分のよく分かっている世界

に助けを求めます。そして、落ち着い

たお母さんや周りの様子を見て「あ、

これも大丈夫なんだ !」と受け入れて

児童総合センターのあそびを乗せて県内各
地へ出掛けます。地域の子どもと大人に、現
地のスタッフも加わって一緒になって遊ぶプ
ログラムです。あそびをとおして、たくさんの
出会いを楽しみにしています｡

移動児童館「ゆめたま号」

いきます。時が経つと、不安な時の助

けを求めるやり方もだんだん洗練され

ていきます｡

　考えてみれば、赤ちゃんとして生ま

れて右も左も分からないときから、こ

うして安全な基地の感覚を頼りに世界

を広げてきたのでしょうね。すごいこと

です｡

　私たちも、子育てという新しい事態

に遭遇して、しかも毎日育つ子どもと

向き合う新しい不安な日々の中にいま

す。でも「おうちかえる」と言いたくな

る気持ちを抑えて、これまで培った

様々な知恵や、周りの人たちの助けを

得て、何とか対処をして、また知恵を

蓄えています。これも、ほんとにすごい

ことです｡

愛知県児童総合センターでは、実践してきた
たくさんのあそびのプログラムから、もういち
ど紹介したいプログラムを「あそびワンダー
ブック」というかたちで、動画配信でご紹介し
ています。
どのあそびも年齢に関係なく子どもも大人も
一緒に楽しむことができるものをセレクトして
みました。児童館や子育て支援施設などでの
あそびのヒントとしてもぜひご活用ください。

あそびワンダーブック

たまりば―中高生世代の基地―

対象：中学生・高校生などの中高生世代

つみきであそぶ

布であそぶ

約200種類のボードゲームやカードゲームで遊ぶ
ことができます。グループでも1人でもOK!
好きなゲームを楽しんでください。

●中高生アナログカフェ

日時：毎月第3日曜日 9:30ｰ11:30

ボードゲームやカードゲーム、本などを楽しみなが
ら思うままに過ごせます｡

●中高生ラボ

日時：毎週金・土曜日13:30ｰ17:00 随時受付

たまりば Instagram
最新情報はこちらから

第 14回  

元気スイッチon !!
あつまれ ! あいちのじどうかん
児童館は、こどもが「行ってみたい」と思った時に誰でも自由に行くことができる場所です｡

愛知県内には約 300の児童館があり、そこで働く児童館職員は、
こども一人ひとりが大切にされ、「自分らしくていい」と感じられる居場所づくりを目指しています｡

県立大型児童館である愛知県児童総合センターは、県内にある児童館の中核となる機能も持っており

研修や情報交換などを通して児童館職員の活動をバックアップしています｡

今年度も県内の児童館職員が一堂に会し、「第 14回元気スイッチon!!あつまれ！あいちのじどうかん」が、
「こどもとつくる児童館」をテーマに 11月30日に開催されました。
本大会では、「子どもの権利」「こどもの意見形成の支援」など様々な視点から、

こどもの声を大切にした児童館づくりについて理解を深め、

職員同士のつながりも広がる機会となりました。

次回の「第 15回元気スイッチon!!あつまれ！あいちのじどうかん」は、
令和 8年 11月22日（日）、東郷町のイーストプラザいこまい館にて開催予定です｡
児童館・児童クラブが子どもたちにとってより良い育ちの場になるような活動を続けていきます｡

親子のみなさんも様々な遊びを体験できる「あそびば」がオープンしますので、

ご家族でぜひ参加してください。

新潟県立大学人間生活学部子ども学科教授の植木信一

さんを講師にお迎えし、「こどもとつくる児童館と改正児

童館ガイドラインの活用」と題して講演していただきまし

た。こどもたちとのつながりの中から、こどもの声に耳を

傾け、こどもの“やってみたい !”を実現できるような児童
館づくりについて分かりやすくお話していただきました。

“こどもの思いを汲みとる”“こどもと遊びをつなぐ”“こど

もの声からつくる児童館”をテーマに 3つの分科会に分
かれ、それぞれの課題について講演や事例発表していた

だき、グループワークやディスカッションを行い、様々な

角度から議論を深めました。

愛知県内の 12の市町村が、児童館で楽しめるイチオシの
あそびを持って集合しました。各ブースでは手作りおも

ちゃを作ったり、実際に体験したりして、こどもから大人

まで一緒にできるゲームを家族で楽しんでもらいました。

また、 “あそび”の情報交換をする児童館職員の姿も多く
見られました。

詳細はHP・Instagramをご覧ください。

詳細はHPをご覧ください。

基調講演

分科会

出前
じどうかん
－あそびば－

あそび発見 !

ウソ?
ホント?

赤・緑・青の3色ライトで照らされた不
思議な影を見て遊びました。
光と影の変化を楽しみながら、新しい
発見がたくさんありました。

新聞紙やチラシをミキサーでドロドロにした材料をつかって
「ウソの石」をつくりました。

オートミールにくじで決まった味と豆乳を混ぜ、
ライスペーパーで包んで焼き、ウソかホントか！ソーセージをつくりました。
焼く過程で変わる見た目を楽しみながら味わいました。

8種類のあそびで、自分だけの
おみくじをつくって遊びました。

マップを持って館内にあるウソのスポッ
トに行き、写真を撮って遊びます。次は
どんなウソの世界があるのか、夢中に
なって回りました。

土の粘土のあそび。上にも下にも垂直
にも建てられる、ちょっと変でウソだら
けの、ありえないけど面白いまちをみん
なでつくりました。

USPO まぼろシティ

「すると」や「しかし」などの接続詞のく
じを引き、その言葉から始まるウソの絵
日記を描きます。つなげて読んでみると、
不思議と一つのお話しのようになり、み
んなで楽しく読みました。

ウソ絵日記

質問にすべて「はい」と答えるウソのウ
ソ発見器で遊びながら、でたらめの回
答に子どもも大人も楽しんでいました。

みんなに描いてもらった絵を投影して、
顔を出して遊びました。絵と自分が一体
になるのが不思議で、遊びながらいろ
いろな表情を楽しみました。

うそ?ウソ発見器 顔出し

モニターに映った無限の自分と模様を
見てみると… 無限に広がる自分をじっ
くり見て、遊びました。

∞テレビ

ふしぎな影

ウソの石にまぎれたホントの石を探し
て遊びます。見つけられたときはうれし
く、夢中になって探しました。

ホント?! 石をさがそう

模様の変化を見ながら、カタチや色の
面白さに気づきました。

ふしぎなもよう

うストーン

●たべるあそぶプログラム ●特別プログラム

●みんなであそぶプログラム

ウソーセージ 野村実里さんの「はっけはっけ」

あ
そ
び
発
見
!

愛知県児童総合センター｜冬季特別企画｜

ウ
ソ
?
ホ
ン
ト
?

愛知県児童総合センター（愛・地球博記念公園内）

2025.1 2 . 20（土）ー 2026.1 .1 2（月･祝）
時間＝10 :00–16 :00（開館時間は9 :00–17 :00） 会期中の休館日＝12 ⁄ 23、29、30、31、1 ⁄ 1

入場料＝中学生以下無料、その他 300円　
主催＝愛知県児童総合センター（公益財団法人 愛知公園協会）

見えているのに、見えていない｡

まっすぐなのに、ゆがんでいる｡　

ホントのようで、どこかウソっぽい｡　　

光と影のあいだに､　　　

目のウソがひそんでいる｡　　

カタチや色は､　

見る人のこころで少しずつ変わっていく｡

ウソをつくのは、目かもしれない｡

　それとも、わたしたちの思いこみかもしれない｡

　　ルールはひとつ｡

　　　｢人がいやな思いをするウソはだめ！｣

　　ということ｡

　ウソとホントのあいだをそっとのぞいて､

ゆらめく世界をあそんでみよう｡

あそび発見 !ウソ?ホント?では

「ウソ」と「ホント」をテーマに思

わず笑ってしまったり、誰かを楽

しませたり、びっくりしてしまう

ウソ?ホント?を遊びながら体験

し、親子で楽しみました。あそび

を通して、いつも何気なくみてい

る「もの」や「こと」にも新しい発

見があることに気づき、想像する

楽しさや伝える面白さを感じる

きっかけとなりました。
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